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大
日
本
印
刷
田
辺
工
場

乾
燥
工
程
に
ヒ

I
ト
ポ
ン
プ

軟包材製造の乾燥工程にヒー トポンプを採用

ロ
ー
ル
か
ら
向
刷
機
の
中

へ
高
速
で
送
り
込
ま
れ
て
い

く
フ
ィ
ル
ム
に
、
食
品
や
日

用
品
な
ど
で
誰
も
が
見
掌
え

の
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
次
々

と
印
刷
さ
れ
て
い
く
。
大
日

本
印
刷
の
田
辺
工
場
で
は
、

毛ノづくり~I
2
0
1
1年
日
月
に
軟
包
材

工
場
棟
が
新
た
に
墜
棋
を
開

始
し
た
。
液
体
洗
剤
や
シ
ャ

ン
プ
ー
の
詰
め
替
え
パ
ッ
ク

の
ほ
か
、
最
近
で
は
日
本

酒
、
鍋
つ
ゅ
の
包
装
に
も
使

わ
れ
て
い
る
パ
ウ
チ
と
い
っ

た
防
湿
性
な
ど
を
高
め
た
機

能
性
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
印
刷
す

ガ
ス
ボ
イ
ラ
を
計
画
し
て
い

た
。
し
か
し
現
場
で
は
也
界

一
の
循
環
型
低
環
境
負
荷
工

場
を
実
現
す
る
た
め
「
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
の
導
入
を
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
検
討
し
た
」
（
沼
田
興

一
包
装
事
業
部
技
術
本
部
関

西
技
術
部
部
長
〉
と
い
う
。
結

局
、
ガ
ス
ボ
イ
ラ
と
し
て
い

高
温
水
を
評
価

る
関
西
で
の
拠
点
だ
。

新
工
場
棟
で
初
め
て
の
試

み
と
な
っ
た
の
が
、
ガ
ス
ボ

イ
ラ
と
比
べ
て
3
倍
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
を
持
つ
ヒ
l
ト

ポ
ン
プ
を
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
と

フ
ィ
ル
ム
貼
り
合
わ
せ
の
乾

燥
工
程
の
熱
源
に
採
用
し
た

こ
と
だ
。
当
初
は
従
来
週
り

り
ん
MU

た
葉
識
を
取
り
下
げ
て
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
導
入
を
決
め
た
の

は
、
す
で
に
着
工
か
ら
2
カ

月
も
た
つ
て
か
ら
だ
っ
た
。

決
断
が
土
寝
相
場
ま
で
ず
れ

込
ん
だ
の
は
、
計
画
段
階
で

は
乾
燥
工
程
に
使
え
る
高
温

水
を
作
り
出
せ
る
ヒ
l
ト
ポ

ン
プ
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

従
来
の
ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
は
約

印
度
C
の
潟
水
し
か
作
れ

ず
、
乾
繰
工
程
で
必
要
な
印

－

m度
C
の
温
風
を
作
り
出

す
に
は
力
不
足
だ
っ
た
。
た

だ
着
工
前
に
、
叩
度
C
と
い

う
高
温
水
と
7
度
C
の
冷
水

を
同
時
に
供
給
で
き
る
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
が
商
品
化

司
逼

マ
所
在
地
日
京
都
府
系
田
辺
市
大
住
西
北
向
却
の
1

澗
岨

マ
主
要
生
産
品
目
日
各
種
パ
ッ
ケ

l
y
の
製
版
、
印

開
幽

刷
、
加
工
マ
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
岱
H
8
8
0
2

R
盃

J
M
〈原
油
換
算
、
2
0
1
1年
度
）
マ
C
0
2
排

霊
量

出
毎
日
2
方
2
6
4
9トン
〈
H
年
度
）

採
用
は
前
例
が
な
く
、
粗
皮
コ
ス
ト
は
従
来
シ
ス
テ
ム
を

制
御
の
安
定
性
が
課
題
と
な
下
回
り
な
が
ら
、
生
産
品
質

っ
た
。
「
成
行
錯
誤
も
あ
っ
た
は
同
水
準
を
保
っ
て
い
る。

軟
包
材
工
場
棟
で
利
用
さ

れ
る
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
で
は
、

l
色
ず
つ
イ
ン
キ
を
載
せ
て

は
乾
燥
さ
せ
、
そ
れ
を
何
色

も
繰
り
返
す
。
そ
の
た
め
乾

燥
工
程
が
金
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
岳
の
3
剖
を
占
め
、
こ
こ

で
の
省
エ
ネ
化
が
大
き
な
諜

題
と
な
っ
て
い
た
。
浴
田
部

長
は

「汲
終
的
に
は
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
で
蒸
気
ま
で
作
れ
れ

ば
ベ
ス
ト
」
と
今
後
の
技
術

革
新
に
期
待
を
か
け
る
。

ガ
ス
か
ら
変
更

さ
れ
た
こ
と
で
、
急
ぎ
見
直

し
を
進
め
た
と
い
う
。
同
チ

ラ
ー
に
よ
る
乾
燥
工
程
で

は
、
二
酸
化
炭
京
（
C
0
2
〉

排
出
震
が
従
来
の
ガ
ス
ボ
イ

ラ
と
比
べ
紛
・
7%
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
で
は
お
・
8

%
そ
れ
ぞ
れ
削
減
で
き
た
。

撲
界
で
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の

が
、
研
究
所
も
加
わ
り
安
定

し
た
制
御
方
式
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
沼
田
部
長
は

評
価
す
る
。
補
助
熱
源
と
し

て
電
気
ボ
イ
ラ
も
用
意
し
た

が
、
よ
り
高
温
が
必
要
な
一

部
商
品
を
除
吋
ば
「
ヒ
l
ト

ポ
ン
プ
で
ほ
ぼ
対
応
で
き
て

い
る
」
〈
伺
〉
。
ラ
ン
ニ
ン
グ


